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を
繰
り
返
し
て
い
る
が
寛
弘
四
年

（
一
〇
〇
七
）
恙

雌

僧
都

（
天
台
宗
二
十
代
源
信
座
主
）
が

一
刀
二
礼
し
て

刻
ん
だ
十

一
面
祝
音
薔
薩
像
を
及
め
て
本
尊
と
し
て
い

た
。
丈
亀

二
年

（
一
二
〇
三
）
山
形
の
湯
殿
山
末
修
験

の
汁
鉾
祝
世
者
と
し
て
貴
峯
山
頂
に
再
開
山
し
て
い
た

が
、
為
信
の
人
光
寺
戦
勝
利
の
後
、
人
工
入
年

（
一
二

入
〇
）
野
人
が
蔓
延
し
、　
Ｔ
７
を
焼
七
し
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
時
、
十

一
面
祝
者
像
の
み
が
運
び
出
さ
薇
傍
の
樹

に
意
け
ら
薇
て
い
た
。
村
人
は
善
薩
が
恙
な
く
無
事
で

あ
る
こ
と
を
喜
ん
だ
が
祝
音
堂
の
再
定
は
な
ら
な
か
っ

え

た

。

沖館の月峰院旧跡碑

十

一
面
観
音
と
沖
館

当
院
は
人
工
八
年

（
一
五
入
○
）
東
根
汁
炸
村

（
夭

工
期
毛
は
奥
乍
）
に
万
州
雲
籠
人
わ
尚
に
よ
り
開
山
し

て
い
る
。

人
正
三
年
、
夫
浦

（津
軽
）
為
信
が
最
初
に
汁
ケ
の

人
光
寺
式
を
菱

っ
た
時
は
南
部
の
臣
滝
本
格
麿
菫
行
が

成
代
で
あ

っ
た
が
あ
え
な
く
敗
退
さ
せ
ら
薇
た
。
『新
撰

陸
奥
国
丈

（明
治
六

・
一
人
七
二
年
と

に
よ
薇
ば
敗
退

し
た
為
信
は
、
九
月
二
十
日
、
汁
ケ
の
修
験
汁
ケ
観
音

堂
の
別
当
四
代
目
先
光
に

『
怨
敲
降
伏
』

の
百
日
祈
願

を
命
じ
た
。
翌
年
の
工
月
二
日
満
願
と
な
り
再
び
人
光

寺
式
を
攻
め
、
滝
本

一
族
を
南
部
に
追

い
や
っ
た
。

為
信
は
戦
勝
を
喜
び
、
観
音
堂
に
さ
ら
に

『
国
家
安

全
、
式
運
長
久
、
天
下
本
千
、
五
穀
戌
就
』
を
祈
願
す

る
こ
と
を
命
じ
、
同
年
二
月
、
宝
殿

・
拝
殿

・
神
器

・

式
具

・
装
束

・
二
十
石
の
家
禄
の
山
林
を
与
え
、
入
月

に
は
自
ら
昴
意
輪
祝
音
合
像
を
描
さ
予
進
し
た
。
観
音

堂
は
延
暦
年
中

（
七
入
二
～
入
〇

こヽ

坂
上
口
村
麻
呂

の
定
立
で
十

一
面
観
音
を
本
地
仏
と
し
て
い
た
。
荒
廃

鷹

本 堂 正 面
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平
賀
郡
堀
越
に
移
転

為
信
は
人
二
十
八
年

（
一
二
九
〇
）
、
最
上
義
光
を
介

し
て
豊
臣
秀
吉
に
対
面
し
、
津
軽
本
額
安
堵
の
朱
印
状

を
賜

っ
た
。
奥
州
再
仕
置
早
の
陣
営
に
カロ
わ
り
、
前
ロ

利
家
ら
に
よ
る
太
閤
校
地
を
終
え
て
晴
ね
て
津
軽
二
郡

（千
賀

・
口
合

・
鼻
わ
）
と
合
浦

（外
浜
地
域
）
の
四
万

五
十
石
の
藩
主
と
な

っ
た
。
丈
禄
二
年

（
一
二
九

四
）

四
月
、
鼻
わ
郡
夫
浦

（
現
岩
木
町
）
か
ら
千
賀
堀
逮

（
現
弘
前
市
）
に
都
を
杉
し
、
姓
を
津
軽
と
及
め
、
町
づ

く
り
を
行
な

っ
た
。

坂
逮
式
は
南
北
朝
時
代
は
北
朝
側
の
曽
我
民
の
拠
点

で
あ

っ
た
が
南
部
に
減
ぼ
さ
ね
、
為
信
の
実
父
夫
浦
成

立
為
則
の
弟
で
式

口
甚
二
郎
守
信
の
居
成
と
な

っ
て
い

た
。
守ヽ
信
の
嫡
男
若
京
夫
夫
為
信
が
大
浦
為
則
に
養
子

に
入
り
、
人
浦
の
総
額
と
な

っ
て
坂
返
を
基
地
に
し
て

石
川
夫
仏
ヶ
鼻
成
の
南
部
高
信
、
わ
徳
成
の
小
山
内
讚

皮
、
人
光
寺
式
の
滝
本
菫
行
、
皮
同
式
の
北
畠
顕
村
、

口
合
鉾
式
の
十
徳
掃
部
ら
を
減
ば
し
、
え
禄
二
年
に
堀

之
に
移
り
、
こ
こ
か
ら
慶
長
二
年

（
一
六
〇
〇
）
の
関

本尊 十一面観世音菩薩像

月
峰
院
の
開
曲
と
本
尊

村
人
は
革
庵
月
峰
院
万
州
雲
籠
庵
主

に
十

一
面
観
音
像
を
託
し
た
。
革
庵
は

え
よ
り
旧
き
を
及
め
、
貴
峯
山
月
峰
院

と
号
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
汁

備
観
子
堂
は
貞
享
元
年

（
一
六
入
四
）

再
定
さ
薇
責
法
院
と
な
り
及
め
て

「本

寄
進
祝
音
堂
責
峯
山
月
峰
住
持
六
せ
的

む
益
徳
代
…
…
寛
丈
十

（
一
六
七
〇
）

…
…
」
と
像
背

に
墨
言
さ
薇
た
円
空

（
江
戸
時
代
の
高
名
な
仏
師
）
作
の
十

一
面
祝
音
を
祀
り
神
明
宦
汁
館
観
音
堂

と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
観

音
像
は
津
軽
二
十
二
観
者
の
二
十
九
番

札
所
で
黒
菫
丈
に
指
定
さ
薇
て
い
る
。

月
峰
院
に
ミ
官
さ
薇
た
今
日
の
十

一

面
祝
世
音
喜
薩
像
は
今
、
私
前
に
あ

っ

て
も

「時
あ
り
て
汁
乍
に
向
く
」
と
伝

わ
っ
て
い
る
。

題
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ヶ
源
の
合
戦
に
徳
川
勢
と
し
て
三
男
信
牧
と
共
に
出
陣

し
て
い
る
。

こ
の
堀
走
の
地
に
額
内
の
多
く
の
寺
院
が

杉
動
を
今
じ
ら
薇
、
月
峰
院
も
汁
館
よ
り
移
り
町
割
り

づ
く
り
の
一
隅
を
成
し
た
。

完
政
入
年

（
一
七
九
六
）

四
月
十
七
日
、
堀
速
を
訪

薇
た
紀
行
家
菅
江
真
澄
の

『
す
み
か
の
山
』
に
よ
薇
ば
、

統

一
を
為
し
、
坂
迪
に
式
を
構
え
た
為
信
は
慶
長
六
年

（
一
六
〇

一
）
二
月
七
日
か
ら
十
日
間
、
堀
逮
成
の
西
、

清
水
社
野
に
オ
三
町

・
四
面
に
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
七

間

・
人
間
の
須
弥
壇
を
設
け
、
敲
味
方
、
音
賤
を
問
わ

ず
、
俗
老

・
法
号
を
金
泥
を
も

っ
て
書
き
、
僧
侶
百
三

十
名
を
請
し
、
法
幸
径

一
万
部
転
読
大
法
会
を
行
な

っ

て
い
る
。
当
院
開
山
学
翁
保
丈
大
和
尚
も
参
じ
て
い
る
。

そ
の
大
法
会
の
際
に
は
為
信
が
減
ぼ
し
た
口
合
竹
成
の

千
徳
掃
部
の
姜
、
わ
徳
讚
嗅
守
の
女
が

一
文
を
読
み
そ

の
場
で
自
害
し
て
い
る
。
為
信
は

「
そ
の
女
の
人
千
徳

掃
部
は
な
ら
び
な
い
勇
士
で
あ

っ
た
。
そ
の
姜
な
薇
ば
こ

そ
貞
女
の
道
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
涙
を
落
し

た
と
∵
つ
。

堀
速
に
は
月
峰
院

・
長
勝
寺
を
始
め
、
入
力
寺
院
が

集
め
ら
薇
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
堀
逮
で
は
、
関
ヶ
源
出
陣
時

の
留
守
ヤ

の
謀
叛
や
、
為
信
の
子
富
姫
の
壻
春
子
定
広
の
刃
傷
沙

汰
が
あ
り
、
大
名
の
成
備
と
し
て
は
不
備
が
あ

っ
た
こ

と
と
、
さ
ら
に
全
国
的
に
高
ま

っ
た
新
成
集
成
気
理
に

よ
り
、
額
内
仝
上
を
完
全
に
統
治
し
得
る
政
治

・
径
済

の
中

む
地
と
成
を
求
め
た
。
杉
転
計
画
を
兵
法
学
者
沼

口
面
松
斎
に
命
じ
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
隣
地
の
金

沢

・
ニ
ツ
石
の
あ
た
り
高
同

（鷹
同
と
も
、
現
弘
前
市
）

に
決
定
し
、
地
割
り
、
町
割
り
を
集
定
し
た
。

弘
前
禅
林
街
誕
生
へ

慶
長
十

二
年

（
一
六
〇
七
）
十
月
、
長
男
信
定
が
乗

養
ヤ
に
死
七
。
為
信
も
同
年
十

二
月
五
日
同
じ
く
京
で

月ヽ
に
よ
り
死
せ
。　
二
男
信
堅
は
関
ヶ
原
合
戦
で
す
で
に

死
七
。
将
早
家
に
日
近
り
し
て
い
た
二
男
信
牧
が
津
軽

二
代
日
落
主
と
な
り
、
高
同
の
集
成
を
進
め
た
。

度
長
十
二
年

（
一
六

一
〇
）

二
月
、
堀
走
の
寺
院
に

対
し
て
高
同
に
移
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同
十
六
年
二
月
、

成
が
完
成
。
同
十
七
年
最
勝
院

（真
言
宗
）
を
部
内
諾

Π

開 山 堂

大権修理菩薩像達磨大師像

位 牌 堂
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宗
の
十
社
総
録
寺
院
五
百
石
条
行
と
し
、
十

二
カ
寺
院

を
集
め
て
成
の
鬼
門

（東
北

・
現
在
の
入
幡
官

一
帯
）

に

『最
勝
院
構
え
』
を
配
置
し
た
。

慶
長
十
七
年
成
の
南
、
茂
森
に
月
峰
院
は
杉
転
、
祝

音
堂
を
備
え
て
い
た
と
い
う
。

元
わ
元
年

（
一
六

一
二
）
二
月
、
高
同
の
南
、
茂
森

山
が
成
よ
り
高
台
に
あ
る
た
め
に
削
千
し
、
六
月
、
そ

の
跡
に
堀
迪
を
始
め
、
郡
内
の
曽
洞
宗
二
十
四
カ
寺
院

（当
時
）
を
集
め

『
長
勝
寺
構
え
』
を
構
集
し
た
。
曽
洞

宗
鯰
録
所
の
長
勝
寺

（
三
百
石
）
と

一
部
の
十
院
は
慶

長
十
七
年
ご
ろ
に
杉
転
し
て
い
た
。
月
峰
院
は
同
十
九

年
に
再
び
こ
の
金
沢
の

『
長
勝
寺
林
え
』
に
杉
転
し
て

来
る
。
今
に
残
る
祥
沐
行
は
高
同
式
を
守
る
た
め
で
も

あ
り
、
入
口
に
は
枡
形
を
設
け
、
敲
の
直
逍
を
防
ぎ
、

さ
ら
に
上
塁

・
水
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
派
の
水
は
地

下
で
高
同
成
の
外
濠
に
然
が
り
水
言
調
節
を
行
な
う
な

ど
、
事
が
あ
薇
ば
第

二
の
成
耶
の
役
割
り
も
呆
し
て
い

た
。
え
、
十
院
を
成
下
に
集
め
た
の
は
額
民
の
宗
教
む

を
成
下
に
集
中
さ
せ
、
統
制
し
や
す
く
し
た
こ
と
と
、
信

徒
が
墓
が
あ
る
在
地
と
祈
祷
す
る
寺
を
往
来
す
る
こ
と

に
よ
り
成
下
町
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ

っ

た
。
配
置
は
各
寺
院
の
消
長
と
共
に
変

っ
た
が
、
構
が

で
き
た
こ
ろ
は
月
峰
院
は
赤
門
の
下
十
近
り
奥

の
右
側

に
あ

っ
た
。
そ
の
当
時
、
祥
林
衛

一
帯
は
金
沢
と
呼
ば

薇
て
い
た
。

え
、
現
在
の
赤
門
脇
に
配
置
さ
枚
た
理
由
と
し
て
、

月
峰
院
の
山
号
は
貴
峯
山
と
い
い
、

二
つ
の
峰
を
持

つ

と
こ
ろ
か
ら
敲
の
侵
入
を
防
ぐ
、
と
い
う
理
由
で
あ

っ

た
と
∵
つ
。

月
峰
院
が
杉
転
し
て
来
る
前
か
ら

「
金
沢
の
化
け
松
」

と
か

「
さ
か
さ
松
」
と
い
わ
薇
る
樹
齢
数
百
年
の
昔
か

が
あ
り
、
昭
わ
十
年
そ
の
木
が
粘
枚
た
あ
と
の
木
で
作

っ
た

「
今
上
皇
帝ヽ
聖
寿
萬
安
」
の
木
牌
が
寺
宝
と
し
て

残

っ
て
い
る
。

緻陪

古松の今上碑



歴
史
は
消
さ
れ
た
？

曽
洞
宗
が
津
軽
地
方
に
伝
播
し
た
記
録
は
永
わ
元
年

（
一
二
七
五
）
、
陸
奥
国
胆
沢
郡

（
現
奥
州
市
）
の
、
曹

洞
宗
奥
羽
二
州
の
本
山
、
人
梅
お
幸
山
円
近
工
法
十
の

勧
請
三
れ
、
道
曳
竜
愛
祥
師
が
種
里

（
現
鯵
ヶ
沢
）
に

走
て
た
高
沢
十
で
示
寂
し
た
記
録
が
最
初
と
い
わ
薇
る
。

そ
の
後
も
種
里
で
江
山
祥
師
が
大
浦
の
れ
光
信
の
帰
依

に
よ
り
明
応
元
年

（
一
四
九
二
）
海
蔵
寺
が
、
光
信
の

子
盛
信
が
大
永
六
年

（
一
二
二
六
）
江
山
祥
師
の
師
菊

術
祥
師
に
よ

っ
て
長
勝
寺
を
開
山
し
た
。
為
信
の
引
専

師
は
長
勝
寺
入
せ
格
翁
舜
４
人
わ
尚
で
あ
る
。
長
勝
寺

は
ね
持
寺
、
近
勾
寂
霊
祥
師
開
山
の
逮
前
籠
泉
寺
、
走

後

の
宗
徳
十

の
流
薇
で
あ
る
。

こ
薇
ら
の
十
院
が
千

川

・
浅
瀬
川
流
域
に
広
が
り
、
夫
鮨
町
ニ
ッ
ロ
内
に
金

籠
寺

（廃
寺
）
乳
丼
の
盛
雲
院
、
汁
乍
の
月
峰
院

へ
と

布
教
と
共
に
寺
院
の
開
創
が
行
な
わ
ね
た
。
当
時
を
示

す
も
の
と
し
て
、
五
所
川
源
に
月
峰
院
の
檀
家
が
あ
り
、

名
前
毛
法
事
に
行
く
の
が
不
便
で
あ
る
、
と
の
理
由
で
、

え
禄
時
代
に
な

っ
て
澳
村
の
墓
守
堂
を
、
月
峰
院
七
せ

長
勝
寺
の
末
寺
と
し
て

慶
長
十
七
年

（
一
六

一
二
）
、
幕
府
に
よ
り
曽
洞
宗
法

度
、
元
わ
元
年

（
一
六

一
五
）
、
永
千
寺

・
鯰
持
寺
法

度
が
出
さ
薇
、
本
木
関
係
を
提
出
す
る
こ
と
、
寛
永
入

百
翁
仝
峰
大
和
尚

（
当
院
の
歴
住
簿
に
は
記
載
な
し
）

の
時
に
籠
泉
庵

（寺
）
と
し
て
開
山
し
た
と
い
う
。
し

か
も
戦
国
時
代
曽
洞
宗
は
高
れ
こ
元
祥
師
の
ス
管
右
坐

（
ひ
た
す
ら
坐
祥
す
る
こ
と
）
の
出
家
仏
教
を
第

二
義
に

し
、
看
祷
と
葬
式
を
第

一
と
し
て
式
士
、
農
民
の
宗
教

的
要
求
を
満
た
し
な
が
ら
修
験

（
当
院
で
は
貴
峰
院
）

の
檀
那
場
を
委
合
し
て
い
っ
た
た
め
に
急
速
に
仲
晨
し

た
も
の
で
あ
る
。
仁
し
、
そ
の
こ
ろ
の
津
軽
は
中
部
の

支
配
下
で
、
津
軽

へ
の
曽
洞
宗
の
伝
格
は
南
部ヽ
と
の
関

係
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
薇
な
い
。
し
か
し
、
歯
部
に

反
し
て
津
軽
を
統

一
し
た
為
信
、
お
よ
び
子
系
は
南
部ヽ

色

の
歴
史
を
津
軽
色
に
全
り
か
え
、
開
山
年
号

・
開

基

・
住
職
の
記
録
を
林
殺
し
た
り
不
洋
の
扱

い
に
し
て

い
る
。
月
峰
院
で
は

『
歴
せ
法
名
記
』
に
記
さ
薇
て
い

る
、
『
開
基
奥
州
柳
津
ノ
円
城
寺

（福
島
県
柳
津
町
臨
済

宗
円
蔵
寺
の
こ
と
か
と

が
本
寺
で
あ
る
と
思
わ
薇
、
閉

山
以
前
に
開
地
中
共
わ
尚
が
古
記
録
に
残
さ
薇
て
い
る

も
の
の
、
長
勝
寺
の
末
寺
と
な

っ
た
新
た
な
法
系
に
よ

る
入
せ
ヤ
共
泊
室
近
祥
人
わ
尚
以
前
の
法
系
と
歴
史
は

削
除
さ
薇
て
い
る
。

年

（
一
六
二

一
）
新
寺
定
立
禁
止
今
が
発
布
さ
薇
、
寛

永
十

一
年

（
一
六
二
四
）
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
今
が
お
ち

出
さ
薇
た
。
津
軽
藩
の
中
で
も
そ
沢
を
う
け
て
寛
丈
四

年

（
一
六
六
四
）
寺
社
の
縁
起
、
棟
礼
の
提
出
、
人
わ

元
年

（
一
六
入

一
）
寺
社
の
制
度
施
行
に
よ
り
寺
請
制

度
、
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
二
）
曽
洞
宗
嗣
法
の
制
に

よ
り
人
法
嗣
承
が
次
々
と
出
さ
ね
た
。
そ
沢
を
う
け
た

延
宝
八
年

（
一
六
入
〇
）
の
長
勝
寺
蔵

の

『
開
山
世
代

調
』
に
は
月
峰
院
が
長
勝
寺

の
末
十
で
あ
る
こ
と
と
、

そ
の
当
時
の
住
職
は
大
世
琥
外
人
わ
尚

（生
回
岩
城

・

仁
し

『
当
院
歴
住
法
名
記
』

で
は
大
せ
は
普
ハ山
雲
鶴
人

和
尚
）
で
、
開
山
し
て
九
十
年
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
薇

て
い
る
。
当
院
の
法
系
は
七
せ
公
範
徹
猷
大
和
尚

（
元

禄
十
六

・
一
七
〇
二
示
寂
）
ま
で
開
山
系
で
、
そ
の
後

長
勝
寺
十
六
せ
船
曳
徒
泊
大
和
尚
を
嗣
い
だ
月
峰
院
入

世
泊
室
近
祥
夫
わ
尚

（享
保
二

・
一
七

一
人
示
寂
）
の

時
に
長
勝
寺
の
末
寺
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
時
は
ち
ょ

う
ど
津
軽
暮
に
よ
り
人
法
嗣
承
が
出
さ
薇
た
時
と

一
致

し
て
い
る
。
以
来
今
日
ま
で
長
勝
寺
を
本
寺
と
し
て
い

ｏム〔）。

四
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鐘
守
稲
荷
富
遷
宮
の
こ
と

寛
丈
二
年

（
一
六
六
五
）
二
月
十
日
、
五
世
南
翁
雲

嶺
夫
わ
尚
の
と
き
、
江
戸
谷
中
の
笹
森
稲
荷
を
勧
請
し

た
。
本
専
は
茶
荻
尼
人
で
真
狐
神
と
も
二
狐
神
と
も

い

い
、
諸
難
痛
に
霊
験
が
あ
る
と

い
わ
薇
、
文
化
二
年

（
一
人
〇
六
）
二
月
、
十
入
世
わ
猿
謙
光
夫
わ
尚
の
と
き

再
定
し
拝
殿
を
設
け
た
。
毎
年
二
月
十
日
は
祥
林
行
の

十
院
が
集
り
、
神
咸
弥
広
人
に
顕
ね
邦
ヤ
及
び
隣
国
ま

で
条
ら
枚
、
参
詣
人
が
多
く
、
十
門
に
市
を
成
す
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
埋
葬
り
こ
と

宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
入
月
、
昔
キ
リ
シ
タ
ン
で

克
永

二
十
年

（
一
六
四
二
）
夫
刑
に
な

っ
た
伊
勢
ノ
五

衛
門
の
娘
、
ヤ

ロ
は
る
が
死
亡
し
た
時
、　
一
度
塩
詰
め

で
埋
葬
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
日
付
か
ら
書
き
付
け
が

出
さ
薇
、
最
終
的
に
は
幕
府
の
沙
人
で
及
め
て
振
り
出

し
校
死
の
上
埋
葬
し
直
し
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
薇

ら
の
頴
未
が
詳
鮨
に
暮
日
記
に
残
さ
ね
て
い
る
。
津
軽

で
は
為
信
の
長
男
信
走
と
二
男
信
牧
が
幼
少
の
こ
ろ
キ

リ
シ
タ
ン
の
洗
礼
を
受
け
た
と
さ
薇
、
禁
止
今
が
出
さ

枚
た
当
初
は
比
較
的
寛
容
な
扱

い
を
し
、
度
長
十
九
年

（
一
六

一
四
）
初
め
て
京
坂
の
信
者
七
十

一
る
が
流
刑
さ

枚
て
来
た
時
は
彼
ら
に
開
墾
の
仕
事
を
与
え
た
。
し
か

し
、
寛
永
十
四
年

（
一
六
三
二
）
島
原
の
乱
を
境
に
厳

禁
今
が
発
せ
ら
薇
七
十
余
人
が
処
刑
さ
薇
た
。
月
峰
院

で
は
流
刑
者

の

一
族
ヤ

ロ
家

の
管
理
を
さ
せ
ら
枚
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
が
凛
減
し
た
後
に
は
十
請
制
が
厳
し
く
行
な

わ
歿
式
士
以
外
の
民
は
十
院
の
籍
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

封
建
体
制
維
持
に
ネ
未
ま
で
寺
院
が
利
用
さ
ね
た
。

●
人
高

源

子

の
遺

言

赤
穂
浪
士
の
一
人
で
元
禄
十
二
年

（
一
七
〇
二
）
十

二
月
十

四
日

き
Ｒヽ
邸
討
ち
入
り
の
際
に
は
本
人
羽
合
斎
と
交
わ
り
昔
良
邸
の
内
情

を
探

っ
た
。
計
ち
入
り
を
物

ｃ
に
わ
た
り
助
け
た
人
妬
若
衛
門
Ｒヽ
磨

は
人
妬
内
蔵
助
の
分
家
筋
に
あ
た
り
、
左
大
臣
近
衛
の
家
臣
で
あ

っ

た
が
、
津
軽
信
政
に
召
し
抱
え
ら
薇
、
江
／ヽ
諾
二
百
石
の
臣
と
な

っ

た
。
計
ち
入
り
後
、
漠
士
の
遺
品
な
ど
の
保
管
を
託
さ
薇
た
と
い
う
。

当
院
の
人
高
源
子
の
遺
言
も
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
俳
号
を

子
葉
と
い
う
。
宛
名
浩
徳
先
生
は
俳
詣
の
師
匠
水
間
湖
徳
の
こ
と
。

舅

桜と稲荷堂

轟
国
意
事

●
幕
末
二
舟
の
二
幅
対
の
軸

一
簾
新
月
半
潤
花
…
…
…
…
官
内
少
輔
　
山
同
銭
舟

溶
蘭
湯
亭
休
芳
幸
…
…
…
…
槍
術
剣
師
　
局
橋
泥
舟

其
後
は
彼
足
作
無
〓
、
＾
き
に
背
き
候

何
薇
も
様
堅
回
二
御
坐
戌
ら
薇
候

年
来
御
懇
意
に
罷
戌
候
ゆ
え

一
近
和
伝
候
、
陳
ば
独
者
事
所
存
え
筋

黙
止
難
く
、

今
眈
存
立
申
候
趣
御
坐
候

御
厚
情
彼
足
以
て
生
々
世
々
二
及
候
事

ニ

御
坐
候

山
を
裂
く
　
ち
か
ら
も
折
て
　
松
の
雲

海
泉
は
御
存
じ
の
如
く
に
て
侯
、
御
思
借
の

清
回
ャ
受
候
て
共
よ

ヽ
オ丁
捨
置
候
、

一
句
御
引
専

願
い
本
う
候

十
二
月
十
五
日

子
葉

浩
徳
先
生
へ

眩
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●
告

口
松
陰
の
言
。

長
州
暮
士
、
山
庇
流
兵
学
の
家
に
養
子
に
入
る
。
松

下
村
塾
を
開
い
た
開
口
論
者
。
同
じ
勒
二
派
の
官
部
鼎

蔵
と
共
に
、
弘
前
暮
漢
学
者
伊
東
梅
軒
を
嘉
永
二
年

（
一
人
五
二
）
二
月
弘
前
に
訪
薇
る
。
『東
北
遊
日
記
』

を
言

い
た
。

●
棟
方
恙
功
画

「
御
喜
薩
専
図
」
。

●
雪
鶴
画

「
俵
式
多
美
人
画
」
。

●
夫
涅
葉
図
。

●
そ
の
化
諸
軸
。

韻
事

（詩
を
作
る
こ
と
）
多
年
、
今
や
か
な
る
こ
と

仄
の
ご
と
し
。
用
猛

（生
き
様
）
か
え
っ
て
余
す
十
七

日
、
獄
ヤ
、
今
日
人
日

（陰
暦
二
月
七
日
）
に
あ
い
、

自
ら
怪
し
む
、
余
情
、
野
梅
に
及
ぶ
を

近
作
を
記
し
姪
阿
萬
に
与
ふ

『ネ
二
十

一
回
生
は
嘉
永
四
年
十
二
月
十
四
日
、
藩
邸

を
七
令
し
東
北
に
旅
し
、
嘉
永
六
年
六
月
、
将
及
び
ネ

言
そ
の
化
を
上
言
し
、
安
政
元
年
二
月
二
十
七
日
下
ロ

を
出
港
、
安
政
二
年
十
二
月
二
十
六
日
野
山
入
獄
と
四

度
事
を
行
っ
た
が
勇
ん
で
行
な
わ
な
け
薇
ば
を
ら
ぬ
こ

と
が
ま
だ
十
七
日
も
あ
る
、
そ
薇
ゆ
え
に
比
計
を
作
る
。

安
政
六
年
な
り
…
…
。
松
陰
』

忌
辰
録

ｏ
相
馬
寛
斎
＝
津
軽
暮
二
幸
。

ｅ
茂
口
木
馬
＝
戌
反
戦
争
庄
内
追
討
隊
長
。

●
佐
藤
弥
六
＝
海
早
術
を
学
び

『
陸
奥
評
林
』
『津
軽
の

し
る
べ
』
年
を
著
す
。
小
説
家
佐
藤
た
繰
の
父
で
サ

ト
ー
ハ
チ
ロ
ウ

・
愛
子
は
な
録
の
子
。

●
工
藤
凰
仙
＝
旧
暮
士
、
画
人
で
最
勝
院
本
堂
に
合
が

あ

る

。

●
そ
の
他
藩
士
の
一丞
。
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